200７年度京都南部地区西ブロック短期計画
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０７，２，１１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブロック担当司祭団・ブロック評議会
1、 教会共同体のメンバーが、時宜に適った福音宣教の「証し」になるように、お互いに信仰の意識付けを変えていける勇気を持つ共同体となる。
（０７年度のねらい）

司祭・信徒・修道者各自は福音宣教のために日々お互いに信仰を刷新し、新しい福音宣教の熱意と方法を主と教会と共に模索して実行する選択が求められています。特に今年は日本の殉教者たちが福音的「証し」のために自分自身の全てを主に捧げたように、私たちも現代的殉教を考察した上で、自分自身がどのように日常生活において福音的な「証し」となっていくのかということを日々問われています。地域共同体は共同体の人々が現代社会において「証し」していけるような養成を行います。
（課題）
①　分かち合いを充実させること。

　　　分かち合いはお互いの信仰や人格的交流の有効な手段であることがより一層実感出来るために、分かち合いのテーマや方法を精査しお互いに尊敬しあうことを確認した上で、分かち合い司会者や傾聴者の養成を行う。

②　奉仕職の充実。
　　　集会司式者や聖体奉仕者が奉仕の意味をよく理解していくために、細かな養成と分かち合いを行い、新しいアプローチが実習出来るように、養成の機会を増やすように努める。
２、各自が「生き生き」とした信仰に生きるために、共同体全体で「祈り」「受け止めあって」新しい福音的な情熱と方法を探究する共同体となる。

（０７年度のねらい）

現代のキリスト者は希望を持ちながらも様々な困難な状況に生きており、「生き生き」と福音を「証し」していくために教会共同体の信仰センスや霊性は大変重要なものだと思います。賜物が豊かに表現される共同体となっていくために、共同体のメンバーはお互いに信仰や霊性を高めあう働きと影響が必要です。
（課題）
1 ミサを中心とする典礼やともに祈ることを大切にする共同体。
　　　講座や養成だけでなく、祈りを通して神と交流するセンスをお互いに磨くことや、他のメンバーの痛みや困難さを受け止めて、他者の救済に奉仕出来る信仰者となっていくための共同体作りをします。

②　安心して自分自身を表現出来る共同体。

　　　信仰者の本質は自分の人生を通して、神に対して自分自身を開示していくことにあると思います。教会共同体は信仰者のグループであることから、共同体の中で赦しと和解を積み重ねることよって相互に自己開示していく必要があります。
3 ブロックの行事を識別する共同体。

　　　ブロックの信徒が共同体としての信仰を表現するために、また社会の中で困難な状況に生きる人々と連帯するためにブロック主催行事が行われていますが、それが福音的証しとなっているのかどうか絶えず共同体で識別していきます。
PAGE  
2

